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国際文化研究科

設置科目［修士課程］

設置科目［博士後期課程］

国際文化研究A/B（各2）
国際文化共同研究A/B（各2）
多言語相関論ⅠA・B/ⅡA・B/ⅢA・B（各2）
多文化相関論ⅠA・B/ⅡA・B/Ⅲ（各2）
多文化芸術論Ⅰ/Ⅱ（各2）
異文化社会論ⅠA・B/ⅡA・B（各2）
ナショナリズム/エスニシティ論A/B（各2）
マイノリティ社会論A/B（各2）
ジェンダー論（2）
多言語社会論A/B（各2）
多民族共生論ⅠA・B/ⅡA・B（各2）
トランスナショナリズム論（2）
国際ジャーナリズム論（2）
国際文化交流論Ⅰ/ⅡA・B（各2）
比較宗教文明論（2）
多文化情報空間論ⅠA・B/ⅡA・B（各2）
多文化情報メディア論ⅠA・B/Ⅱ（各2）
Thesis WritingA/B（各2）
Oral Presentation（2）
国際開発論（2）
国際協力論（2）
国際人権論（2）
多文化情報ネットワーク論A/B（各2）
国際文化研究日本語論文演習A/B（各2）
修士論文演習A/B（各2）

博士論文演習ⅠA・B/ⅡA・B/ⅢA・B（各2）
博士ワークショップⅠA・B/ⅡA・B/ⅢA・B（各1）

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

浅川 希洋志
教授

心理学、人間発達学
フロー経験（flow experience）と
精神的健康・Well-beingとの関連に
ついて

国際文化共同研究B、
異文化社会論ⅡA・B

今泉 裕美子
教授

国際関係学、太平洋島
嶼国際関係史、ミクロ
ネシア研究、沖縄研究

アジアや太平洋島嶼を中心に世界諸
地域の植民地政策、そこでの人々の
くらし、社会、諸運動、移動、脱植民
地化を分析し、現代世界の諸問題と
の関係性を追究する

異文化社会論ⅠA・B

大嶋　 良明
教授

ディジタル・メディア処
理、音声情報処理

我々の知的活動や芸術的表現の手段、
媒体としてコンピュータやインター
ネットを取り上げ、諸問題を検討する

国際文化研究B、多文化情
報メディア論ⅠA・B

大中　 一彌
教授

政治学、政治思想史（近
現代のフランスを中心
に）

ヨーロッパ連合地域の政治・経済・文
化を公共空間とグローバル化の関係
を軸に検討する

国際文化研究A

甲　　 洋介
教授

ヒ ュ ー マ ン イ ン タ ー
フェース

道具の使いやすさ（usability）を実現
するための設計方法論、日常生活を豊
かにする情報空間と人工物のデザイン

※今年度は、特定の科目を
　担当しません

熊田　 泰章
教授

テクスト論、文化記号論
文化の表出原理を、言語と言語以外の
テクストについての理論的考察を通
して解明する

多文化相関論ⅡA

輿石　 哲哉
教授

英語学、言語学

英語の形態論、英語史、辞書学、対照
言語学。英語の語を中心とした領域が
他の領域にどのように関わるか、さま
ざまな角度から検討する

多言語相関論ⅢA・B

佐藤 千登勢
教授

20 世紀ロシア文学、
文学理論、ロシア（ソ連）
映画

日常批判・社会批判の装置として、ま
た人間の内的世界の縮図として、文学
や映画のテクストを捉え直し、その
多義性・重層的構造を分析する

多文化芸術論Ⅰ

重定　 如彦
教授

情報科学 ユビキタスコンピューティング、分散
OS 多文化情報メディア論Ⅱ

曽　　 士才
教授

文化人類学、中国民族学
華南少数民族のエスニシティ、日本
華僑の文化の再構築とアイデンティ
ティ

マイノリティ社会論A・B

髙栁　 俊男
教授

朝鮮近現代史

在日朝鮮人（広義）の歴史や文化を多
面的に描き出し、新しい時代に合わせ
た等身大の在日像と、日本社会のある
べき姿を考察すること

多民族共生論ⅡA・B

中島　 成久
教授

文化人類学、ポスト・コ
ロニアリズム研究

文化の理論、ナショナリズム・エスニ
シティに関する理論、コロニアル・ス
タディ、開発と文化、インドネシア（東
南アジア）研究

ナショナリズム/エスニシ
ティ論A・B

松本　　 悟
教授

開発研究、国際協力、
東南アジア地域研究

国際協力が引き起こす諸問題につ
いて、関わる主体（国家、国際機関、
NGOなど）に着目して社会科学的な
分析をする

多民族共生論ⅠA・B、国際
協力論

森村　　 修
教授

現代哲学、現代アートの
哲学、応用倫理学、近代
日本哲学

現象学研究、「こころ・魂・身体」の哲
学研究。「死者」と「亡霊」を含む「他者」
概念に基づく、現象学的他者論の構築

多文化情報空間論ⅠA・B

リービ 英雄
教授

日本文学
戦後から現代までの文学の名作を読
んで、時代の最先端のテーマを幅広く
バイリンガルに読解する

多言語相関論ⅡA・B

粟飯原 文子
准教授

アフリカ文学
アフリカ現代文学（特に小説）、およ
びアフリカの映画・音楽を中心とする
文化の研究

多言語相関論ⅠA・B

和泉　 順子
准教授

インターネット上の情報
流通に関する研究

主にITSや移動体通信などが扱う実
空間情報を軸にしたインターネット
上の情報流通と、情報技術の普及や社
会性に関する問題に取り組む

多文化情報ネットワーク論
A・B

佐々木 一惠
准教授

歴史学、ジェンダー研究、
異文化接触論、帝国主
義研究

20世紀初頭のアメリカにおける帝国
的国民主義と歴史意識とジェンダー
の関係

国際文化共同研究A、多文
化相関論Ⅲ、ジェンダー論

岩川   ありさ
専任講師

日本近現代文学、文芸批
評、クィア・スタディーズ

日本近現代文学やサブカルチャーを
対象とした批評実践。ジェンダー、セ
クシャリティとトラウマの研究

多文化相関論ⅠA・B

廣松　　 勲
専任講師

フランス語圏文学、
文学理論

カリブ海域文学およびハイチ系ケ
ベック文学に関する、ポスト・コロニ
アリズム論およびメランコリー論に
基づいた地域研究

多文化芸術論Ⅱ

松本　悟 教授

汪 牧耘（オウ マキウン） 修士課程 2017年度修了

この研究室の特徴は 3 つの ism です。Academism―私は学部で経済学、修士で地理学、博士で国際協力学を修め
学際的な研究を重視しています。Activism―NGO 職員として、東南アジアでの草の根協力や調査に基づくアドボ
カシー活動に 15 年余り関わってきました。Journalism―放送記者として 5 年余り、警察、行政、選挙、農業、原発、
アイヌ民族、旧ソ連などを取材しました。これらの経験をもとにフロネーシス（ 実践知 ）を大切にする研究室です。
修士課程では広い意味での開発や国際協力を、博士課程では特に開発や国際協力の機能に着目した研究を志す院生
を歓迎します。その上で、方法論を重視し、事象を多角的に分析できる力を備えた高度職業人や研究者を育てます。

自らの研究領域だけでなく、国際協力や表象文化といっ
た他分野についても勉強できる環境で、国際文化という
学問全般への関心を深めることができました。国際性に
あふれたカリキュラムにより、多彩な視座とアプローチ
で異文化間の交流・理解を考察し、異なる地域や時代に
おける、人々の生き方を学ぶことができます。

研究を通して、国際開発・援助に役立つことを目指し
ています。授業や国内外のフィールドワークに参加し
た経験は、貧困や資源について興味を抱くきっかけと
なりました。経済発展の下で作られた、人と人、人と
自然の関係や、世界各地における問題をより深く問い
直すために、博士課程に進む予定です。

 「 それ以外でもありえる 」知＝
フロネーシスの醍醐味

知的刺激と周囲の人々の支えの中で、
国際文化という学問全般への関心を深めています

開発や国際協力の研究は深くて楽しい！

大学院の魅力 将来の目標

研究テーマ 中国・石門坎の観光資源化　−異なるアクターが見出す価値のせめぎ合い−

研究室紹介

学生・修了生の声

異文化との交流によって成立する
 「 国際文化 」を探究

グローバル化・情報化が進展する世界を、既存の主権国家の枠組みだけではなく、異文化間の理解と交流によって成立
する「国際文化」として捉え研究することが本専攻の目的です。そのため、本専攻では主に３つの研究領域に科目を配置し
ています。第一に「国際社会に存在する多様な地域文化間の相関関係」を扱う「異文化相関関係研究」、第二に「多文化・多
民族社会での共生」を扱う「多文化共生研究」、第三に「様々なメディアが介在する情報化社会における文化交流・認識」を
扱う「多文化情報空間研究」です。

様々な文化が共有する問題と構造に関する重層的な研究や文化を中心に政治・経済も加えた広い視野による国際社会の
考察、どのような文化にも存在する「内なる他者」「内なる異文化」の解明、国際文化における日本文化の相対化、更には情報
空間に成立する文化に対する国際文化学としての理解などに取り組んでいます。

異なる文化がせめぎ合い、かつ多様な文化情報がインターネット等を通して行き交う国際社会において、そこから生じる諸
問題を主体的、自立的かつ創造的に研究し、問題解決につなげられる柔軟な知性としての「実践知」を備えた人材を育成します。

アドミッション・ポリシー
（ 学生受け入れ方針 ）

一般入試、学内入試、社会人入試、外国人入
試を通して、研究に必要な外国語（非母語）能
力、研究の基盤となる学問分野の基本文献の理
解、文献への論理的で批判的な思考力、主体的
に研究・実践する意欲、自文化に枠にとらわれ
ず通文化的かつ複眼的な視点を備えている者
を受け入れる。博士後期課程では、これらに加
え、研究基盤となる知識と方法論、先行研究の
体系的理解、一次資料を発掘する一定程度の能
力を有している者を受け入れる。

カリキュラム・ポリシー
（ 教育課程の編成・実施方針 ）

修士課程では「国際文化研究」「国際文化共同
研究」を必ず履修し、国際文化学の学際性・専門
性・方法論を身につける。３つの研究領域の科目
を横断的に受講することを促すとともに、毎年１
度以上の研究発表を課して異なる研究領域の教
員が指導する。異文化間の理解や交流に関わる実
務的な課題に取り組む科目によって「実践知」を
身につける。博士後期課程では2017年度導入の
コースワークを通して研究者としてだけでなく
教育者としての研鑽を積む。外国人学生は日本語
論文指導を受けることができる。

ディプロマ・ポリシー
（ 学位授与の方針 ）

修士課程修了時には、３つの研究領域の基盤的
な知識と方法論を十分備え、異文化間で生じる
課題に対して、先行研究・事例を批判的に評価す
る一方で、現実の問題発見や実務的な問題解決に
結びつけられるようになる。質的・量的調査を通し
て一次資料を発掘し、独創的な視点を見出すこと
ができ、研究結果を口頭表現や文章表現、あるいは
ICT等を活用して論理的に伝えることができるよ
うになる。そして博士後期課程修了時には、研究成
果を単著として発表できる独立した研究者、また
実践知を尊重する後進を育成できる教育者となる。
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